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何らかの理由で想定通りの削減ができなかった場合はその理由を記述してください。(初年は日数が足りず、必ず達しない状況になりますので、ひとまずこの箇所は空白で構いません。)



平成　　年度 二酸化炭素排出削減量の算出について

二酸化炭素排出削減量(t-CO2/年度)の算出は、事業対象の各機器毎に消費電力削減量(kwh/年度)
(シート「2枚目」で各々算定)を以下の表(「1.平成　　年度 消費電力削減量」)に記入し、それら
の合計値に実排出係数(別紙「電気事業者別排出係数」:環境省公示)を掛け合わせる事で算出する。

1. 平成　　年度 消費電力削減量

対象となる機器名 (Ａ)平成29年度改善前
消費電力量（kWh/年)

(Ｂ)平成  年度 消費電
力量（kWh/年)

(Ｃ)平成  年度 消費電
力削減量（kWh/年)

(Ｄ)削減
率(％）

0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!
0 #DIV/0!

合計 0 0 0 #DIV/0!
（ (A)列、(B)列の数値は共に「3. 平成 　年度 消費電力量算定根拠」から算出)

2. 平成　　年度 二酸化炭素排出削減量

二酸化炭素排出削減量は以下の式で算出する。
平成　　年度 二酸化炭素排出削減量(t-CO2/年度)＝  平成　　年度 消費電力削減量(kWh/年度)

×   実排出係数(t-CO2/kWh) 
但し、実排出係数は『電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)
～平成27年度実績-平成28年12月27日公表』より引用される数値だが、条件によって
一定ではない為、本事業においては平均値として一律0.0005で計算する。

平成　年度 二酸化炭素排出削減量＝ 0 × 0.0005
= 0 (t-CO2/年度)

二酸化炭素排出削減量計算書
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2枚目の計算結果をご記入ください。(小数点以下は第３位以下を切り捨て、第2位を四捨五入して、第1位まで表記。0になってしまう場合は第3位を四捨五入して、第2位まで記入。)
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事業報告書の二酸化炭素
排出削減量計算書(2枚目以降)
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1-(A)の計算は、平成29年度事業前(工事前)の環境で計算、1-(B)は事業後の環境での計算になります。
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平成29年度分の報告のみ、日数が365日ではなく、事業完了日から平成30(2018)年3月31日までの日にちとなります。
完了実績報告書の実施期間の終わりの日付の「次の日」を第一日目として考え、3月31日までの日にちをカウントしてください。
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